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２　いわき市復興のあゆみ（写真・年表）

【平成23（2011）年3月～平成27（2015）年12月】

平成23（2011）年
３月 11日 ■東日本大震災（東北地方太平洋沖地震〔午後２時46分、マグニ

チュード9.0、震度６弱〕）が発生❶
■「いわき市災害対策本部」を設置
■市海岸部に大津波が襲来（午後３時40分前後）❷

12日 ■福島第一原子力発電所で水素爆発が発生（16日にかけて重大事
故発生）❸

■「支援物資集配センター」の開設を決定。市内避難所に対して、
支援物資などを配送（～８月20日）

13日 ■市独自の判断で、久之浜・大久地区住民に自主避難を要請
■市総合保健福祉センターで放射線スクリーニングを開始

15日 ■市独自の判断で、小川および川前地区の一部住民に自主避難を
要請

■政府から、福島第一原子力発電所の半径20～30km圏内住民の
屋内退避指示が発令（久之浜町、大久町、小川町、川前町の一部
が対象区域に設定）

16日 ■「いわき市災害救援ボランティアセンター」を開設
18日 ■妊婦・40歳未満の方に、安定ヨウ素剤の配布を開始
21日 ■常磐自動車道いわき中央IC－水戸ICの一般車両通行止めが解

除（物流が徐々に再開）
25日 ■政府から、福島第一原子力発電所の半径20～30km圏内住民の

自主避難が促される
30日 ■家庭から出た災害ごみの受け入れを開始（～平24.3.31）

４月 ４日 ■市はごみ収集を全面再開
■市はり災証明書の発行を開始（～平24.9.28）

６日 ■市は敷地内流出ガレキの撤去を開始（～７月末）
11日 ■市南西部を震源とする震度６弱（マグニチュード7.0）の地震が

発生❹
12日 ■市外近隣地を震源とする震度６弱（マグニチュード6.4）の地震

が発生
■市は「がんばっぺ！いわき オール日本キャラバン」をこの日の

東京都港区開催を皮切りに全国で展開
16日 ■市は一時提供住宅（民間借上げ住宅など）提供を開始
20日 ■津波や地すべりの被災地区を除き、市内水道がほぼ復旧
22日 ■福島第一原子力発電所の半径20～30km圏内住民の屋内退避指

示が解除（市内全域が国で定める原発関連の規制区域外へ）
25日 ■市は市内全小・中学校へパン・牛乳の提供を開始
28日 ■JR常磐線の特急列車いわき駅－上野駅の運転が再開

５月 ２日 ■市内全小・中学校へパン・牛乳副食物による簡易給食の提供
を開始

６月 １日 ■「いわき市東日本大震災復興本部」を設置
７月 ５日 ■市独自に「市長が定める自主避難区域」を設定（川前町の一部）
８月 12日 ■「原発避難者特例法」が施行され、いわき市ほか12町村が指定

20日 ■市内のすべての避難所が閉鎖
９月 30日 ■「いわき市復興ビジョン」を策定
10月 １日 ■21世紀の森公園で「がんばっぺ！いわき大復興祭」を開催❺

18日 ■「いわき市復旧計画」を策定
12月 21日 ■「いわき市除染実施計画」を策定

26日 ■「いわき市復興事業計画」（一次）を発表

❶

❷

❸
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２　いわき市復興のあゆみ（写真・年表）

平成24（2012）年
１月 １日 ■市は危機管理室および原子力災害対策課、保健所内に放射線健

康管理センターをそれぞれ新設
２月 12日 ■「復興祈念 第３回いわきサンシャインマラソン」を開催
３月 11日 ■「3.11いわき追悼の祈りと復興の誓い 2012」を開催。市内各地

においても追悼式などが開催❻
５月 28日 ■市は内部被ばく検査に、ホールボディカウンターを導入❼
６月 ７日 ■復興特別区域法に基づく「市復興整備協議会」が設立
８月 28日 ■いわき市長が町外コミュニティについて双葉郡４町長と意見

交換
10月 29日 ■災害公営住宅の建設に着手（常磐関船町で起工式）❽
11月 ７日 ■久之浜町で海岸災害復旧の合同起工式が開催

14日 ■小名浜港大剣埠頭コンテナターミナルのガントリークレーン
が稼動再開

12月 19日 ■いわき市屋内遊び場「いわきっず もりもり」が「ほるる」内に、
「同ふるふる」が南部アリーナにそれぞれ開設（平成25年３月に
は、海竜の里センターに「同るんるん」）

 26日 ■「いわき市復興事業計画」（二次）を発表

平成25（2013）年
１月 ９日 ■平北部学校給食共同調理場が再稼動（４月15日には四倉が再稼

働）
２月 10日 ■「復興元年 第４回いわきサンシャインマラソン大会」を開催
３月 10日 ■「3.11いわき追悼の祈りと復興の誓い 2013」を開催。市内各地

においても追悼式などが開催（～11日）
13日 ■「いわき市地域防災計画（原子力災害対策編・暫定版）および原

子力災害避難計画（暫定版）」を策定
27日 ■久之浜町末続および同金ケ沢の両地区で、防災集団移転促進事

業に伴う移転先の合同起工式が開催❾
29日 ■「いわき市除染実施計画」（改訂版）を策定

６月 10日 ■市内初となる防災集団移転促進事業による移転先引き渡し手
続きが錦町須賀で開始

19日 ■小名浜港外貿定期コンテナ航路（韓国・中国）の寄港再開
７月 13日 ■福島洋上風力実証研究事業の開始式が小名浜港で開催

21日 ■「ふくしま復興祭」が21世紀の森公園で開催（～22日）
22日 ■2013年プロ野球オールスターゲーム第３戦がいわきグリーン

スタジアムで開催
10月 22日 ■市災害公営住宅の受け付けを開始（～12月24日）

31日 ■全国初、震災ガレキを使用した夏井海岸（平下大越）の海岸堤防
（高さ7.2m、延長920m）が完成

11月 11日 ■浮体式洋上風力発電所「ふくしま未来」および変電所「ふくしま
絆」が実証研究事業として稼働、「いわき・ら・ら・ミュウ」で
運転開始式を開催

24日 ■岩間・小浜地区合同で、市内初の市震災復興土地区画整理事業
の安全祈願祭を挙行（12/11＝久之浜、12/15＝豊間・薄磯、
12/18＝小名浜港背後地、においてそれぞれ挙行）

30日 ■被災した市立集会所が完成（永崎など５地区で鍵引き渡し式）
❿

平成26（2014）年
１月 30日 ■四倉町下仁井田地区で市内初の農山漁村地域復興基盤総合整

備事業が開始
２月 22日 ■塩屋埼灯台復旧完成記念式典が開催⓫
３月 １日 ■市災害公営住宅「関船団地」の入居開始（常磐関船町で鍵引き渡

し式）
４日 ■「いわき市復興事業計画」（三次）を発表

❻

❼

❽
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２　いわき市復興のあゆみ（写真・年表）

９日 ■「3.11いわき追悼の祈りと復興の誓い 2014」を開催。市内各地
で追悼式などが開催（～11日）

28日 ■市災害公営住宅「沼ノ内団地」の入居開始（鍵引き渡し式）
４月 14日 ■市は「ほ場整備事業（復興基盤総合整備事業）」の「錦・関田地区」

安全祈願祭と起工式を挙行
17日 ■市は東日本大震災による地滑りで常磐西郷町忠多団地に発令

していた避難勧告を解除
５月 ９日 ■いわき沖の試験操業で水揚げされた魚介類が原発事故後初め

て築地市場に出荷
28日 ■カタールフレンド基金を活用し、市体験型経済教育施設「Elem

（エルム）」を開設（平字堂根町）
６月 21日 ■被災者支援となる映画「超高速！参勤交代」が封切り（ブルーリ

ボン賞作品賞）
27日 ■市災害公営住宅「四倉団地」の入居開始（鍵引き渡し式）

８月 ７日 ■市は県、久之浜・大久地区復興対策協議会と協議してきた「久
之浜・大久地区復興グランドデザイン」を発表

■市復興祈願土俵入りを開催⓬
28日 ■ふくしま復興再生道路として事業を進める小名浜道路の中心

杭設置式が、泉町黒須野地内で開催⓭
29日 ■市は市内各地で市総合防災訓練を実施。平地区では初の避難所

運営訓練（～30日）⓮
９月 16日 ■市は小川地区で原子力災害に備えた図上訓練を実施（継続的に

11月25日まで）
25日 ■市は久之浜・大久地区で原子力災害に備えた図上訓練を実施

（継続的に11月17日まで）
10月 １日 ■「いわき市除染実施計画」（第３版）を発表

28日 ■市は最大規模の津波による浸水域を示した、市独自の津波ハ
ザードマップを公表

11月 ４日 ■「いわき市復興事業計画」（四次）を策定
12月 ２日 ■市は市内産の米を使った学校給食を開始

17日 ■市防災集団移転促進事業による造成工事が、久之浜町末続、
金ヶ沢で完了（12/25には江名字走出）

25日 ■市災害公営住宅「勿来四沢団地一号棟」の入居開始（勿来町で鍵
引き渡し式）

平成27（2015）年
１月 ６日 ■一般財団法人「チームスマイル」といわき市、いわき商工会議所

の三者による基本協定締結式を挙行
９日 ■市災害公営住宅「勿来関田団地」の入居開始（鍵引き渡し式）
17日 ■市は農作物の魅力を情報発信する野菜大使「いわき野菜アンバ

サダー」認定セミナーを開催⓯
23日 ■福島臨海鉄道の新小名浜駅でコンテナ列車の出発式⓰
31日 ■久之浜・大久地区で市原子力防災実動訓練を実施

２月 12日 ■市といわき商工会議所、独立行政法人日本原子力研究開発機構
による「東京電力福島第一原子力発電所の廃止措置およびいわ
き市における環境回復に向けた取り組みにかかる連携協議」の
文書合意

23日 ■市災害公営住宅「久之浜東団地」の入居開始（久之浜町で鍵引き
渡し式）

３月 １日 ■常磐自動車道が全線開通
８日 ■「3.11いわき追悼の祈りと復興の誓い 2015」を開催。市内各地

においても追悼式などが開催（～11日）
14日 ■常磐線特急列車の品川駅乗り入れが開始
26日 ■小名浜港で新しい小名浜魚市場が供用を開始⓱
27日 ■岩間地区小原工区の土地区画整理事業が完成

４月 ２日 ■地震と津波で半壊となった市立江名公民館と市江名市民サー
ビスセンターの移転が完成⓲

⓬
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２　いわき市復興のあゆみ（写真・年表）

【例言】
　1　�図、写真などの表示番号については、たとえ

ば「1」の最初の図は、「図1-1」というように
表記する。

　2　�年号については、各項目の初出の部分につい
て和暦・西暦を表記し、その後は和暦のみを
表記する。

　3　�本書に掲載している市撮影以外の写真につい
ては許可されたものであり、無断による転載
を禁止する。

　4　�特段の記述がない場合は、平成27（2015）年
12月末現在の状況とする。

９日 ■国道６号勿来バイパスが新規採択
14日 ■いわき青年会議所と市社会福祉協議会が「災害時における協力

に関する協定」を締結
19日 ■いわき新舞子ハイツヘルスプールが再開

５月 18日 ■市は「海まち・とよま市民会議」と協働で「とよま地区復興未来
計画」を策定

22日 ■「第７回太平洋・島サミット（いわき太平洋・島サミット
2015）」がいわき市で開催⓳

30日 ■市の旅行クーポン券発行事業「幸せを運ぶIWAKIクーポンキャ
ンペーン」を開始（～８月23日）

６月 ２日 ■市は「市街化調整区域」の新運用基準に基づき、地区計画の「平
上荒川住宅団地地区計画」を発表

22日 ■小名浜港で建設されていた出力７メガワットの風車「ふくしま
新風」が竣工⓴

７月 11日 ■市は市営南白土団地の敷地を住宅化するモデル事業を開始
17日 ■「チームスマイル・いわきPIT」が竣工
21日 ■市は「小浜行政区・岩間行政区」と協働で「小浜・岩間グランド

デザイン」を策定
８月 24日 ■「幸せを運ぶIWAKIクーポンキャンペーン最大２万円割引！」を

開始
９月 １日 ■市災害公営住宅「佐糠第一団地、第二団地」の入居開始（8/28に

鍵引き渡し式）
１日 ■市内で初めて大熊町の中間貯蔵施設へ汚染土壌等の輸送開始
24日 ■市は新潟市と「危機発生時における相互応援に関する協定」を

締結㉑
10月 ８日 ■皇太子ご夫妻が復興地を行啓し、市内の「とまとランドいわき」

で生産者を激励㉒
13日 ■市災害公営住宅「永崎団地」の入居開始（６日に鍵引き渡し式）
13日 ■市は県タクシー協会いわき支部と「災害時における緊急輸送等

に関する協定」を締結
13日 ■原子力防災訓練が川前地区で開始

11月 １日 ■市災害公営住宅「北白土団地」の入居開始（10/27に鍵引き渡し式）
19日 ■津波で被災し、移転する豊間中の校舎改築起工式が挙行㉓

■JR久ノ浜駅前から県道久之浜港線までの区域を景観形成重点
地区に指定

26日 ■市災害公営住宅「下浅貝団地」の鍵引き渡し式
28日 ■全県で開催された広域避難計画に従い、小川町の住民ら135人

が柳津町と三春町に避難訓練
30日 ■市は防災集団移転促進事業跡地「末続」「金ケ沢」「走出」「錦町須

賀」の４地区で企業誘致を進めると発表
12月 １日 ■市は東北電力㈱いわき営業所と高齢者等の見守りに関する協

定を締結
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